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概要 背景 取組 成果 まとめ

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

多くの市民が「憩い」「遊び」「学ぶ」多摩川の魅力を高める

2

施策の概要

多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進施策(３層)

直接目標

市民生活を豊かにする環境づくり基本政策(１層)

緑と水の豊かな環境をつくりだす政策(２層)

主な事務事業

多摩川プラン推進事業

多摩川市民協働推進事業

概要

資料３－４
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実施計画に位置付けた成果指標

多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進成果指標

算 出 方 法 市民アンケートにおいて、多摩川を「利用したことがあり、魅力を感じる」と回答した人の割合

指標の考え方

河川敷の運動施設や多摩川を訪れる市民の利便施設の再整備、河川敷利用のマナーアップ
に取り組むなど多摩川が市民の身近な存在となるように、魅力向上の取組を進めている。多
摩川の利用状況や魅力の意識を指標とすることで、「多摩川の魅力を活かす総合的な取組」
の効果を測ることができる。

指標の目標値
37.7％

（H27(2015)）
38％以上
（H29(2017)）

39％以上
（H33(2021)）

40％以上
（H37(2025)）

目標値の考え方
H２７に実施した市民アンケートの郵送アンケートの結果に改善率を加算し、５の倍数に近い数
値をH３７までの目標値とする。

概要

※ H28のアンケート結果を踏まえて、第２期実施計画策定時に目標を上方修正しました。

● H33(2021) 「39％以上」 → 「41％以上」

● H37(2025) 「40％以上」 → 「42％以上」

※2 第２期実施計画から、新たな成果指標を追加（渡し場イベントの参加者数）
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川崎の母なる川・多摩川

「川崎の母なる川・多摩川」は、古くから市民と関わりが深く、川崎の骨格を形づくりまちを発展させて

きた歴史的・文化的資源であるとともに、首都圏における貴重な自然環境と多様な生命が共存する空

間です。

多摩川緑地は東京オリンピックを契機に、健康と体力の維持増進の一環として、一級河川敷開放政

策がとられたことに始まり、川崎市が国から占用許可を得て運動施設等の整備を行ってきました。

社会情勢や市民のニーズの変化に合わせ、まちづくりに川崎のすぐれたポテンシャルと多摩川との融

合が期待されており、環境資源を最大限に活かしたにぎわいの場の創出が求められています。

多摩川軸

背景
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川崎市新多摩川プラン
背景

川崎市では「多摩川の魅力を活かす取り組み」として平成１８年度に「多摩川プラン」
が策定され、その後、市制１００周年の平成３７年に向けて、平成２７年度に「新多摩
川プラン」として改訂を行いました。

新多摩川プランの位置づけ

連携

連
携

川崎市
総合計画

川崎市景観計画等
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川崎市新多摩川プランの重点プロジェクト

新多摩川プランでは、確実に推し進めていくため５つの基本目標、３０の推進施策を
設定し、なかでも、複数の事業に関連し、早期に課題解決が可能で優先的かつ重点
的に取り組んでいくエリアで、重点プロジェクト事業を展開しています。

②みんなで生き生き活動プロジェクト
〇施設の再配置・再整備
〇多摩川を活用したイベントの開催

③多摩川の風景とともに歩むプロジェクト
〇サイクリングコースの充実
〇流域自治体等との協働・推進

重点プロジェクト実施
対 象 エ リ ア

５つの基本目標

背景

①自然とふれあい安心子育てプロジェクト
〇環境学習の推進
〇水辺の楽校の展開

サイクリングコース

マラソンコース
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多摩川の魅力を活かす重点プロジェクトの概要

多摩川プランでは「川とふるさとの再生・市民協働による多摩川ライフの創造」を基本
理念として、市民共有の大切な財産である多摩川を改めて見つめ直し、環境資源を
最大限に活かしたにぎわいの場（憩い、遊び、学び）の創出を目指しています。

水辺のフィールドづくり
水辺の学校の展開・BBQ広場

防災性の向上
護岸整備（国）
訓練・防災教育（市）

環境学習の推進

背景

運動広場の整備憩い

遊び
学び

憩い 遊び

遊び
学び

遊び 回遊性の向上
マラソンコース・サイクリング
コースの整備
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多摩川プラン推進事業①

丸子橋第1広場

丸子橋第２広場

丸子橋
ピクニック広場

平成２０～２２
年度整備

平成２６年度
丸子橋駐車場有料化
３０３台

平成２４・２７年
度整備

丸子橋第３広場

平成２５～２６年度
多摩川丸子橋硬式野球場

上丸子天神町
第３野球場

上丸子天神町
第２野球場

上丸子天神
広場

平成２６年度
河川財団より
移管

上丸子天神町
第１野球場

上丸子天神町地区整備工事
（平成２８年度）

上丸子神
町第４野球
場

取組

多摩川河川敷の運動施設等は、スポーツ・レクリエーションの場として利用され、多く
の市民が集う場として、快適な河川空間の創出や運動施設の充実、利便性の向上の
取組を進めています。

遊び再整備重点エリア① 等々力・丸子橋地区の再整備（平成２０～２８年） 憩い
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多摩川プラン推進事業②

再整備重点エリア② 上平間・古市場地区の再整備 平成２９年度以降

駐車場40台

上平間多目的広場
第1グラウンド（野球）

上平間多目的広場
第2グラウンド（野球）

上平間多目的広場
（サッカー）

上平間サッカー場

上平間野球場

古市場陸上競技場

古市場多目的広場

古市場サッカー場

古市場野球場

平成２９年度
上平間駐車場整備工事
１４６台整備

平成３０年度整備
テニスコート場
ゲートボール場

駐車場

取組

憩い 遊び
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多摩川プラン推進事業③
取組

回遊性の向上を図り、流域のつながりを確保するため、サイクリングコースの延
伸整備を行っています。

橋梁整備イメージ舗装整備箇所

《 平成２９年度実績》

未整備区間の舗装整(600m)を行う。
二ヶ領用水を渡る橋の詳細設計業務

サイクリングコース位置図 憩い 遊び

多摩川マラソンコース

稲城市のサイク
リングロードへ

３０年度完成予定

18.2㎞

3.5㎞

10㎞
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溝の口駅
武蔵溝ノ口駅 二子地区

せせらぎと親子広場

二子の渡し跡（碑）
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階段設計

スロープ設計

バーベキュー利用状況
年間15万人

多摩川花火大会
20万人

多摩川緑地
バーベキュー広場

階段、スロープ、低水護岸といった国による整備と連携することで、これまで川崎市で整備を行

ってきた施設を活用し、まちづくりと一体となった回遊性の高い水辺の回廊を形成することで、魅

力ある水辺空間の創出を図っています。

国と連携した「川崎市かわまちづくり」事業の推進

取組

多摩川プラン推進事業④

階段設計

≪実績≫

平成２８年度 「川崎市かわま

ちづくり」計画を提出

平成２９年度 国と協議・調整

の上、予算要求資料を提出

階段設計
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多摩川市民協働推進事業①
取組

流域自治体や市民団体等との協働により、多摩川を活用した環境学習や、体験活動
の場としての活用を図っています。また、多摩川の魅力の発掘に努めるとともに、そ
の魅力を次世代の子供達へ継承し、より多くの市民に多摩川の持つ魅力を感じとれ
るような様々な取組を進めています。

バーベキュー場

かわさき水辺の楽校 とどろき水辺の楽校

だいし水辺の楽校
丸子の渡し

二子の渡し

二ヶ領せせらぎ館

大師河原水防センター
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多摩川市民協働推進事業②
取組

流域自治体、市民団体や学校等との協働により、多摩川や二ヶ領せせらぎ館、大師
河原水防センターといった施設を活用して、環境学習の一環として、生き物観察、源
流体験などを行っています。また、子ども達が川に親しむ自然体験活動を推進し、多
摩川において学ぶ機会を創出するため、「かわさき」「とどろき」「だいし」と、３校の水
辺の楽校がそれぞれの活動フィールドを活かした活動を行っています。

二ヶ領せせらぎ館

大師河原水防センター

４月 開校式 魚釣り

５月 生田緑地探検

６月 大掃除と魚釣り

７月 鮎の唐揚げ大会

８月 がさがさ

９月 二ヶ領用水で魚つ

かみ

２月 土手の散策と

野草観察、採取会

４月 開校式 植物観察

５月 川の安全教室

７月 多摩川教室

８月 カヌー教室

９月 川の安全教室

１０月 昆虫観察

１１月 ゴミ拾い草木染

１月 凧揚げと雑煮

２月 焼き芋大会

４月 開校式 干潟観察

５月 干潟観察会

６月 合同干潟観察会

８月 ロープワーク教室

９月 ハゼ釣り教室

１１月 野草と観察会

１２月 クズあみ教室

１月 凧つくり教室

３月 自然観察会

NPO法人による管理運
営を行い、市内の小中
学校や市民団体等を対
象に、多摩川の自然や
歴史・文化等、多摩川の
流域の魅力を広く市民に
知らせるための環境学
習等を、年間を通じて開
催しています。

（平成２９年度の主な活動）

・歴史講座
・生き物観察会
・シジミの浄化実験
・エコクラフト
・エコカップいかだ下り
・夕涼みコンサート
・鮎の放流会
・アサクサノリ生育調査

平 成 ２ ９ 年 度 の 主 な 活 動

とどろき水辺の楽校
H29参加者数：2,322人

だいし水辺の楽校
H29参加者数：468人

かわさき水辺の楽校
H29参加者数：432人

学び
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多摩川市民協働推進事業③
取組

二子橋周辺に、平成２３年４月から有料のバーベキュー広場として開設しており、ゴ
ールデンウィークなど繁忙期には１日におよそ５，０００名、年間１５万人を超える来
場者があります。丸子橋周辺については、駐車場の有人化や地域と協議をしながら
不法投棄禁止看板の設置等を行い、一定の迷惑行為抑制の効果がみられておりま
すが、引き続き迷惑行為軽減の対応を行っています。

多摩川渡しの復活として、丸子の渡し復活協議会や渡し場復活サミットを開催し、
「丸子の渡し」「二子の渡し」を行っています。

多摩川緑地バーベキュー広場（二子橋周辺）

丸子の渡し発表

パネルディスカッション

渡し場復活サミット

セッティングや後片づけが不要なプレミアムコーナーの設置等を行い、平成２９年度の利
用者数は133,879名となりました。
バーベキュー広場の管理運営にとどまらず、二子新地駅前の清掃活動や滞留者への声
掛け、商店街マップの作製等の地域貢献や地域還元活動も積極的に行っています。

また、平成３０年２月には、川崎キャンプを行い、２００名を超える来場者がありました。地
元野菜の販売・高津区内の飲食店の出店・ライフパックの体験・まき割りなど多くのイベ
ントを実施いたしました。

平成２９年度は、丸子の渡し、
二子の渡しともに天候不良に
より、残念ながら中止となっ
てしましましたが、国や復活
協議会と「渡し場復活サミッ
ト」を開催しました。

サミットに先立ち、第１部とし
て高津シルバーガイドの会の
案内で二子の渡しを訪ねるま
ち歩きを実施しました。

丸子の渡し、二子の渡しに加
え、宇奈根の渡しも参加し、
基調講演・活動発表・パネル
ディスカッション等が行われ
ました。

遊び 学び
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多摩川に魅力を感じ、利用したことのある人の割合については目標を下回りました。今後も「新

多摩川プラン」に基づき、多摩川の魅力を高めるとともに、多摩川の利活用による水辺の賑わい

創出を目指します。
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成果指標の達成状況（目標未達成）

多摩川に魅力を感じ、利用したことのある人の割合

成果

約７０％の人が多摩川に魅力を感じてい

るものの、実際に多摩川を利用したこと

がある人は約半数となっています。

36%

35%

16%

8%

5%

H29年度の市民アンケート調査結果
・利用したことがある
・魅力を感じる

・利用したことがない
・魅力を感じる

・利用したことがある
・魅力を感じない

・利用したことがない
・魅力を感じない

関心なし

約７０％が多摩川に
魅力を感じています

37.7%

40.1%

35.6%

38.0%

33.0%

34.0%

35.0%

36.0%

37.0%

38.0%

39.0%

40.0%

41.0%

H27 H28 H29 目標 

(第１期）

市民アンケート調査結果の推移

多摩川を利用したことがない人にも多摩

川を利用してもらえるよう、今後も「新多

摩川プラン」に基づき、多摩川の利活用

による水辺の賑わい創出を目指します。
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成果指標の分析
成果

アンケートについて、区別のクロス集計の結果をみると、多摩川に面している
中原区、高津区、多摩区は利用率が高いことがわかりました。

麻生区、宮前区といった多摩川に面していない区は利用率が低い傾向があり
ました。

川崎区、幸区も利用率が低い傾向があり、魅力を感じない方の意見では、区
内に多摩川緑地の施設が少ない、アクセスが悪い、治安が心配などの意見
が見受けられました。

多摩川に魅力を感じ、利用したことのある人の割合
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多摩川には古くから多摩川両岸を往来するための渡し場が数多くあり、このような貴重な歴史

的文化遺産を子供達に伝承していくため、「渡し場イベント」を開催しています。

多摩川を活用したイベント等は、参加者数が天候等の気象条件に左右されやすく、平成２９年

度は渡しイベントや多摩川花火大会など、イベント開催時の天候に恵まれなかったことから、ア

ンケート結果が対前年減となった外的要因と考えられます。
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その他成果（数値で把握できる補足指標）

渡し場イベントの参加者数

成果

渡し場イベント

多摩川花火大会

1000
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中

止
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1600

H27 H28 H29

渡し場イベントの参加者数

丸子 二子

1953年 丸子の渡し

※第２期から成果指標としている

※Ｈ２９年度の丸子の渡しイベントは天候不良により中止
※Ｈ２９年度の二子の渡しは天候不良により渡し中止。お祭りのみ開催

概要 背景 取組 成果 まとめ

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

多摩川の利活用による水辺の賑わい創出に向け、民間活力による更なる価値の向上として「水

辺で乾杯 in 川崎」や「XTERRA 川崎」等を新たに実施するとともに、既存のイベント等の工夫や、
連携方法の工夫を行いました。
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その他成果について

多摩川の利活用による水辺の賑わい創出に向けたイベント

成果

水辺で乾杯 in 川崎

夏休み多摩川教室

大学生観光まちづくりコンテスト XTERRA 川崎

丸子の渡し

（10月29日）
二子の渡し
（11月3日）

渡し場ｻﾐｯﾄ
（11月23日）

水辺に赴くきっかけづくりを行いました。 観光まちづくりプランを競い合いました。 多摩川でミニトライアスロンを行いました。

多摩川渡し スタンプラリー

地域と連携し、休憩・飲食スペースを水辺に設置しました。 ３つの渡しイベント合同でスタンプラリーを開催しました。



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進 19

その他成果について

昭和６１年度に創設され、平成２９年度で３２回目の開催となる、「手づくり郷土（ふる
さと）賞【大賞部門】」を川崎市と、二ヶ領せせらぎ館を管理運営しているNPO法人多
摩川エコミュージアムが受賞しました。

良質な社会資本と関わりを持つ地域づくりの優れた取組を表彰し、好事例として広く全国に紹介すること
により、各地で個性的で魅力ある郷土づくりに向けた取組が進むことを目的として創設された国土交通大
臣表彰です。

「手づくり郷土賞」とは

案件名

大賞部門
「多摩川エコミュージアムプランの推進」

人をつなげる森と川
～二ヶ領せせらぎ館をまちの広場に～

成果

概要 背景 取組 成果 まとめ

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

① 多摩川プラン推進事業及び多摩川市民協働推進事業は、掲げた目標どお

りに進捗しました。

② 多摩川に魅力を感じ、利用したことのある人の割合については、多摩川が

より市民に身近な存在になるよう、多くの市民が「憩い」「遊び」「学ぶ」魅力

向上の取組を進めてきましたが、天候不順によるイベントの減少や台風に

よる施設未利用日の長期化等が重なったことなどもあり、目標達成には至

りませんでした。
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施策の達成状況

Ｂ 一定の進捗があった（目標未達成のものがあるが一定の
進捗があった）施策の達成状況

【施策の達成状況区分】 Ａ 順調に推移（目標を達成）、Ｂ 一定の進捗があった（目標未達成のものがあるが一定の進捗があった）
Ｃ 進捗が遅れた（現状を下回るものが多くあった）、Ｄ 進捗は大幅に遅れた（現状を大幅に下回った）

理 由

まとめ



概要 背景 取組 成果 まとめ

施策３-３-５ 多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進

① 多摩川プラン推進事業については、「新多摩川プラン」に基づき多摩川の

利活用に関する施策を推進しているところですが、施設の再整備や回遊性

の向上に向けた整備などを行うことによって、更なる魅力向上を図り、多摩

川のポテンシャルを最大限に活用する取組を進めていきます。

② 多摩川市民協働推進事業については、多摩川を「ふるさとの川」として市民

に愛される場とするために、民間活力の活用や地域・流域との連携といっ

た継続した活動が必要であることから、今後も行政と市民が一体となった

取組を進め、賑わいの創出を進めていきます。
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施策の今後の方向性

Ⅱ 概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）今後の方向性

【今後の方向性区分】 Ⅰ効果的な事業構成である（現状のまま継続する）、Ⅱ概ね効果的な構成である（一部見直し等の余地がある）
Ⅲあまり効果的な事業構成でない（見直し等の余地が大きい）、Ⅳ事業構成に問題がある（抜本的な見直し等が必要である）

理 由

まとめ


